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浄上では自然と言楽が湧きおこり、仏の功徳を謳っている一一
寺院においてその昔楽を象微したのが、定築物に飾ら択た楽暴である。

長く仏教定築を基永しながらも今では廃独てしまった繊楽器「笙筏」。
ヤ園・日本の丈敲を博捜し、その実態を明らかにする。

◆◆日,欠◆◆

序 章

― コト形絃楽器とは
ィンドハープ」二 風で鳴るコト形絃楽器 「ウン

三 空侯三種
四 本書の構成

第一章 浄上の音楽

一 風で動いて鳴るもの
二 自然に鳴るもの
二 自然に鳴る空使
四 空侯の特殊性
五 美術作品にみる自然に鳴る音楽の表現

第二章 日本の美術作品にみる空f装

一 竪空侯
二 鳳首空侯
三 金剛空侯

第二章 臥空侯
一日本の仏教建築を荘厳するコト形絃楽器の源流一

一 先行研究
二 空後の発生
三 空疾の形態
四 フレットをもつコトの図像資料

五 文献史料にみるフレットをもつコト
六 朝鮮半島の玄琴の起源

範四童  日本における空獲 連車嘉記 と冴件婆客 で の値 用

一 漢字表記と助数詞による区別の有無
二 雅楽寮での使用

第五章 仏教建築を荘厳する「空ィ隻 1の資料分析

文献史料にみる「空使」
美術資料にみる「空侯」
考古資料にみる「空侯」
―鳥羽離宮跡出土コト形木製品一

第六章 中国・ 日本に治 ける「風琴 I「風等 I

― 中国の詩文にみる「風琴」「風争」
二 「風争」は凧か
三 唐代の史料にみる「風争」
四 日本における「風纂」

第七童 仏教建築を荘 る常揺の 存 存 と音の責義

― 「鐸」の字義
ニ インドの宝鐸
三 中国の宝鐸とその音
四 自鳴する様々な体鳴楽器の音の意味
五 仏国土の宝鐸
六 日本の宝鐸と鐘
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陽明文庫蔵 舞絵

上野学園大学日本音楽史研
「図版篇」では陽明文庫蔵の舞絵 〔舞楽散楽図〕を全頁カラー影印し、
「論考篇」ではそれについての論考2点と、法隆寺旧蔵の措鼓 (かいこ、
世界唯―の伝存楽器)について論じる。
>A4判横綴・252頁/本体 2,700円 (税別)  ISBN978-牛 7842-180牛 2

至漕彗権逍寝鸞翼墓詫髪柁爆亀;講国書篇第8輯
藤原氏の嫡流である近衛家に歴代集積・収蔵されて来た貴重な飼料や
文献は、今日、陽明文庫と命名され保存されている。この文庫の内か
ら特に国文学に関係深いものを選び、専門家諸氏の解説を得て写真製
本として公刊。
レ菊判・304買/本体 11,800円 (税別)     ISBN4-7842-0145-9

墓桑掌雪
軍・地下楽人の室町音楽史

南北朝・室町時代を通じて天皇・将軍が学び権威のシンボルとなつた
「笙」。本書では、天皇家・将軍家の笙の御師範として重要な役割を

果たした地下楽人豊原氏の南北朝期から約 150年にわたる活動に着
目し、公・武・楽家という3者の関わりのなかから、権威に密接にか
かわつた音の文化を論じる。
レA5判・360買/本体 6,600円 (税別)    ISBN978-4-7842-1609-3

瀞選竃睦鵡 1

議呈墾葬音楽

季台ヨ:争謬郎陥籍鯵翔ζ
レA5判・376頁/本体 7,800円 (税別) ISBN978-4-7842-1606-2

梨羮墓宴
音 ず れ 太鼓と鉦の祭祀儀礼音楽

祭祀儀礼に用いられる太鼓や鈴・鉦の音楽的な機能と本質はどこにあ
るのか一―祭祀儀礼の音をさぐるフィール ドワークと象形文字に発し
た古代漢字 (音・楽・鼓など)の分析を重ね合わせることによつて神霊
と音のさまざまなすがたを明かす。
レA5判・196頁 /本体 3,500円 (税別)      IS8N牛 7842-1095-4

鍬 増 藁 饉 癬
文 Tヒ史
  神社史料研究会叢書Ⅲ

神社・神道研究のみならず、地域史・政治史 。社会経済史・文化史、
さらに文学・芸能・音楽・民俗ほか幅広い分野の研究に資するという
視点で神社史料の有効活用・研究の深化普及を目的として結成された

神社史料研究会の研究成果から、神社を祭場 。舞台として繰り広げら

れる祭礼と芸能を特集する。
>A5判・300頁/本体 6,500円 (税別)      ISBN牛 7842-11594

蕊葬逸界の科学
古文化財の科学的研究の第一人者による45年余にわたる成果をまとめ

る。正倉院宝物の調査、装飾古墳・高松塚・法隆寺金堂壁画 。栄山寺
人角堂・醍醐寺五重の塔・源氏物語絵巻などの顔料分析、正倉院の陶
器・ガラスや緑釉陶などの科学分析、および銅鏡・銅鐸 。青銅器など
の成分分析に関する諸報告を収録。
レA5判・380頁/本体 6,300円 (税別)      ISBN牛 7842-0482-2

沖縄県宮古島狩俣集落における伝統的祭祀歌謡 (神歌)の永年のフィー
ル ドワークをもとに、歌われる歌の諸表現が、その都度どのように生

み出され、それが演唱者や社会によつてどのように意味づけられてゆ
くのか。歌詞のみによらない新たな歌謡分析の方法を提示した意欲的
な一書。
>A5判・300頁/本体 6,600円 (税別)      ISBN牛 7842-103併 9

晶第具築
俣の神歌 その継承と創成

離 Ⅷ に学ぶ※
本

日々、宝物の保存と修理に携わる宮内庁正倉院事務所の研究者をはじ
め、東大寺・奈良国立博物館ゆかりの国内外の研究者が、正倉院研究
の現在、人世紀の東アジア文化、宝物の保存・伝承の 3つのテーマで
報告・討論。正倉院宝物の精粋がわかる一書。
レ46判・438買 /本体 3,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-14396

日々、宝物の保存と修理に携わる官内庁正倉院事務所の研究者をはじ
め、東大寺・奈良国立博物館ゆかりの国内外の研究者が、正倉院宝物
の様々な面を報告・討論する第 2弾。今回は2008～ 2010年の正倉院学
術シンポジウム「正倉院研究の現在」「皇室と正倉院宝物」「正倉院宝

物はどこで作られたか」の 3テーマを収録。
レ46判・348頁/本体 2,500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1658-1

翼亀操嘉羅子こ学ぶ2

正倉院宝物と古代の技
木村法光箸
正倉院宝物はどのような材料で製作されているのか。奈良時代の匠が

用いた技術が優れていた理由は何なのか。
長年、正倉院事務所保存課に勤務し、正倉院宝物の調査・研究、保存
・管理に携わつてきた著者の研究成果を一書にまとめる。
レA5判・522買/本体 15,000円 (税別)   ISBN978-47842■ 809-7

挙贔熱蓼漸の旅はるかなるブッダの道
釈迦の聖地を起点に悠久の歴史が遺した信仰の足跡をたどる仏教美術
巡礼。仏跡の地図・写真多数収載。
【内容】釈迦の遺跡を訪ねて/イ ンドの寺院と石窟寺院/パキスタンの
仏教美術/新彊ウイグルの遺跡のかずかず/河西回廊の仏教遺跡/中
国中原の石窟/河北・山西・山東省の石窟/韓国の石仏/追録
>46判・296頁/本体 2.500円 (税別)      ISBN牛 7842-0991-3

中国 。南宋時代の寧波周辺の地において、淳熙 5年 (1178)からほぼ
10年をかけ、林庭珪・周季常という絵師により全100幅が制作され、
うち82幅が大徳寺に伝来する「五百羅漢図」。共同研究の調査報告書
を大幅に増補改訂し、論文・参考資料を追加・加筆のうえ、図版をよ
り大きくし、高精細カラー印刷にて公刊する。
>B4判・312買/本体 50,000円 (税別)   ISBN978-牛 7842-1743-4

鞘 S甚砺達舜蹴 玲編

餞 妻催藉
50年以上の長きにわたる中野美術史学の軌跡を、加須屋誠との対談を
とおして振り返り、仏教美術を学ぶことの課題・方法・魅力を余すと
ころなく収録。ソフトな文体で読みやすく、仏教美術の入門書として

も最適な一書。
レA5判・348頁/本体 3,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1720-5

堪是墓象
教美術史研究

前著『 日本仏教美術史研究』 (品切)から約20年。現役引退後も床都府
下の 8市町村史の編纂や奈良国立博物館の調査に携わり、美術作品の
調査研究を続ける中から生まれた知恩寺本十体阿弥陀像、東寺本仁王

経五方諸尊像、西大寺本馬頭観音像、神護寺薬師如来立像ほかについ

ての研究成果15篇を収録。
レA5判・540買/本体 11,000円 (税別)     ISBN牛 7842-1269-8

拠墓皇奔
仏教美術史研究

仏教美術史研究二部作の最新刊。50年に及ぶ中野美術史学の集大成。
【内容】縁起絵序説/『人幡縁起』の展開/宇良神社本『浦嶋明神縁
起』について/談山神社本『多武峯縁起』について/北野天満宮本『聖
廟縁起』について/平等寺本『因幡堂縁起』について/縁起絵と高僧
伝絵/丹後の麻呂子親王伝説と酒呑童子 ほか
レA5判・820買/本体 17,000円 (税別)   ISBN978-4-7842-14150

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載した広報誌『鴨東通信』を年 4回無料でお送りしていま

電話・ギax・ Eメ ールでお申し込み下さい。※印の書籍は ・カバーに汚れ ,傷みがございます。タト

す。




